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(57)【要約】
【課題】　簡易な操作で電子的にデータをクリッピング
可能なシステムの提供。
【解決手段】  メディアの任意の範囲を取り込むデジタ
ルデータ取り込み手段を備えるユーザー端末から送信さ
れたデジタルデータを受信するデジタルデータ受信手段
と、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデー
タに対応付けられた掲載データを、メディア掲載データ
記憶手段を検索して抽出する掲載データ抽出手段と、抽
出された掲載データ自体、または抽出された掲載データ
を識別する識別データを、ユーザー情報に関連付けてク
リッピングデータ記憶手段に記憶する掲載データクリッ
ピング手段と、ユーザー端末からアクセス可能にして、
閲覧許可・ダウンロード許可・データ配信のいずれかを
少なくとも行うユーザーアクセス許可手段とを備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力手段、制御手段、表示手段、出力手段、記憶手段等を備えるコンピュータ等のユーザ
ー端末からアクセスされ、ユーザー端末において操作により情報処理が行われるサーバー
システムであって、
メディアの任意の範囲をデジタルデータとして取り込むデジタルデータ取り込み手段を備
える、携帯電話等の携帯情報端末やパーソナルコンピュータ等のユーザー端末から送信さ
れた、デジタルデータを受信するデジタルデータ受信手段と、
受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対応付けられた掲載データを、新
聞その他の物理的に情報を掲載するメディアに掲載されたニュースその他の掲載データを
記憶するメディア掲載データ記憶手段を検索して抽出する掲載データ抽出手段と、
抽出された掲載データ自体、または抽出された掲載データを識別する識別データを、該当
するユーザー情報に関連付けて、クリッピングデータ記憶手段に記憶する掲載データクリ
ッピング手段と、
掲載データクリッピング手段に記憶された掲載データ自体または掲載データを識別する識
別データを、ユーザー端末からのアクセス要求に対しアクセス可能にして、クリッピング
データへのアクセス要求に対し閲覧許可・ダウンロード許可・データ配信のいずれかを少
なくとも行うユーザーアクセス許可手段とを備えたことを特徴とする、掲載データのクリ
ッピングシステム。
【請求項２】
メディア掲載データ記憶手段に記憶されるニュースその他の掲載データは、メディアに掲
載されたデータと同一のデータであることを特徴とする、請求項１に記載の掲載データの
クリッピングシステム。
【請求項３】
メディア掲載データ記憶手段に記憶されるニュースその他の掲載データは、ニュースその
他のデータ要約、掲載データに関連するデータ、その他のメディアに掲載されたデータに
対応して記憶されているデータであることを特徴とする、請求の範囲１に記載の
掲載データのクリッピングシステム。
【請求項４】
前記の掲載データ抽出手段が、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対
応付けられた掲載データを抽出する処理は、
受信したデジタル画像データをＯＣＲによる読み取りを行うＯＣＲ読み取り手段と、
ＯＣＲ読み取り手段により読み取られた文字データに基づき、前記のメディア掲載データ
記憶手段を参照して検索を行う、文字検索手段とにより抽出するものであることを特徴と
する、請求項１～３のいずれかに記載の掲載データのクリッピングシステム。
【請求項５】
前記の掲載データ抽出手段が、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対
応付けられた掲載データを抽出する処理は、
受信したデジタル画像データを画像解析して、前記のメディア掲載データ記憶手段に記憶
されている、掲載データ自体またはこれに対応する画像データとの比較検索処理を行う、
画像検索手段により抽出するものであることを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記
載の掲載データのクリッピングシステム。
【請求項６】
前記の掲載データ抽出手段が、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対
応付けられた掲載データを抽出する処理は、
受信したデジタル音声データを音声解析する音声解析手段により読み取られた文字データ
に基づき、前記のメディア掲載データ記憶手段を参照して検索を行う、文字検索手段とに
より抽出するものであることを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の掲載データ
のクリッピングシステム。
【請求項７】
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前記の掲載データ抽出手段が、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対
応付けられた掲載データを抽出する処理は、
受信したデジタル文字データに基づき、前記のメディア掲載データ記憶手段を参照して検
索を行う、文字検索手段とにより抽出するものであることを特徴とする、請求項１～３の
いずれかに記載の掲載データのクリッピングシステム。
【請求項８】
携帯電話等の携帯情報端末やパーソナルコンピュータ等のユーザー端末から、デジタルデ
ータを受信する際に、
ユーザー端末から送信された日時、タイトル、キーワード、その他の付随情報を受信して
、
前記の掲載データクリッピング手段が、抽出された掲載データ自体、または抽出された掲
載データを識別する識別データに関連付けて、クリッピングデータ記憶手段に記憶するこ
とを特徴とする、請求項１～７のいずれかに記載の掲載データのクリッピングシステム。
【請求項９】
クリッピングデータ記憶手段に記憶された掲載データ自体、または抽出された掲載データ
を識別する識別データは、ユーザー端末からのアクセス要求に対し、掲載データを識別す
るデータ、または日時、タイトル、キーワード、その他の付随情報に基づき検索可能にさ
れており、検索要求に対し掲載データを抽出し、閲覧許可・ダウンロード許可・データ配
信のいずれかを可能にする検索手段が備えられたことを特徴とする、請求項１～８のいず
れかに記載の掲載データのクリッピングシステム。
【請求項１０】
掲載データクリッピング手段は、掲載データを識別するデータ、ユーザー端末から送信さ
れた日時、タイトル、キーワード、その他の付随情報に基づき、掲載データに関連する別
の掲載データを検索の結果抽出可能なことを特徴とする、請求項９に記載の掲載データの
クリッピングシステム。
【請求項１１】
クリッピングデータ記憶手段に記憶された掲載データを、所定のレイアウトに従い編集し
、編集されたデータを出力する編集データ出力手段が備えられ、
ユーザー端末に送信可能なデータとして出力することを特徴とする、請求項１～１０のい
ずれかに記載の掲載データのクリッピングシステム。
【請求項１２】
前記の編集データ出力手段は、ユーザー端末から送信されたレイアウト指定データ、また
は編集される掲載データの抽出条件その他の編集指定データ、または編集され出力される
データのユーザー端末への送信条件の内の少なくともいずれかに従い、編集処理と出力処
理とを行うことを特徴とする、請求項１１に記載の掲載データのクリッピングシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、掲載データのクリッピングシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、新聞や雑誌記事、その他の情報のスクラップをするためには、記事などをハサミ
で切り取り、媒体の名前と日付などを手書きで書き込み、糊で台紙に貼ってからジャンル
別などに整理するという方法がとられてきた。
　一方、今日ではインターネットに代表される通信が普及しており、たとえばニュース、
記事、読みもの、各種情報、各種データ、その他の各種コンテンツなどを記憶するデータ
ベースや、これらの情報を掲載するＷＥＢサイト、サーバー装置、その他による情報の提
供や配信などのサービスが、有料、無料で各種行われている。たとえば新聞社やニュース
配信社などが提供するデータベースやニュース掲載ウェブサイト、各種の情報掲載ＷＥＢ
サイト、各種のデータ提供を行うデータベース事業者、各種のＷＥＢサイトなどである。
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【０００３】
　一例として新聞社やニュース配信社が提供する記事の検索サービスやデータベース提供
サービスなどを例にとると、ユーザーからのアクセスに対して、記事データベースに保管
されている記事などのデータを、有料または無料でユーザーが検索等により閲覧すること
ができるようなシステムが普及している。またこうしたサービスを他の事業者とのタイア
ップなどにより提供するものとして、たとえば証券会社などが、インターネット上での顧
客獲得や顧客サービスなどを目的として、ホームトレードにおいて新聞の記事データベー
スを無料で利用できるサービスなど、各種サービスを無料で行っている。このように顧客
獲得のため、巨額の設備投資と運営費を負担しており、ユーザーを一人獲得するために多
額のコストを掛けているのが現状である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、一例として新聞社やニュース配信社が提供する記事の検索サービスやデータ
ベース提供サービスなどを例にとったが、このようなサービスを利用することにより、膨
大な記事などのデータの中から、必要な時に必要なデータを検索等により探し出すことは
できるものの、記事データベース等にはあらゆるジャンル、あらゆる期間の記事などがす
べて記憶されており、ユーザーは検索をする時点になってこれら膨大な情報の中から必要
なデータを探し出すために様々な条件などを使ってデータの絞込みを行わなければならな
い。すなわちあらかじめデータベースに記憶されている情報には、ユーザーには関心のな
いデータや不要なデータも含まれているからであり、むしろこうした不要なデータがおそ
らく大半を占めているものである。そもそも、従来、紙ベースで行われていた記事などの
切り抜きと保管（クリッピング）も、膨大な情報の中から、関心のあるデータや必要なデ
ータのみを手作業により絞り込んで抽出していたものであり、必要な時にはすぐに探し出
せるように整理されて保管されることが望ましく、データベース等を利用した場合にもそ
れが実現されることが望まれる。
【０００５】
　一方、従来、紙ベースで行われていた記事などの切り抜きと保管（クリッピング）は、
ユーザーが目にした様々な新聞や雑誌、チラシやパンフレット、広告、小冊子、その他の
様々なメディアや刊行物などの膨大な情報の中から、関心のあるデータや必要なデータを
保管するために行っていたものである。
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－９９７４４号公報
【０００７】
　たとえば特開２００２－９９７４４「パーソナル・ディジタル・ライブラリ・システム
」においては、パーソナル・ディジタル・ライブラリ・システムとして、供給者と利用者
間の契約条件に従い、対象とするディジタル・コンテンツに対応させて供給者および利用
者の意向を反映した課金方法・利用方法等が提案されている。
　ディジタル・コンテンツを、供給者と利用者間の契約条件に基づいて供給者側発信型で
利用者に送信し、利用者のディジタル・コンテンツ保管装置に保管し、利用者に利用可能
にするパーソナル・ディジタル・ライブラリ・システムであり、保管される対象は、ディ
ジタル化されたテキスト情報、音声情報、画像情報、映像情報又はこれらの組み合わせか
らなるディジタル・コンテンツなどである。
　紙ベースで刊行されてきた新聞・雑誌・書籍類等をデジタルデータで保管するために、
量がかさむことがなく居住空間を占拠しないために廃棄をしなくても保管が容易であり、
後で検索等をして再び読み返すことができるというものである。
【０００８】
　しかしながら、この発明においても、供給者と利用者間の契約に基づくものであり、た
とえばある新聞社との契約によりユーザーに電子的にデジタルデータの新聞等が配信され
、同時に利用者側に保管されるものである。
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　したがって、これを利用しても利用者の意向を反映したデータの絞込みや抽出がされて
いないばかりではなく、特定の新聞社やニュース配信者（データベース等の提供者）が供
給する情報しか得られない。様々なメディアや刊行物などの情報をクリッピングの対象と
するためには、様々なニュースや情報の提供者が提供する情報源（ＷＥＢサイトやデータ
ベース等）を利用しなければならず、これらが有料である場合にはそれぞれに対して費用
がかかってしまうことになる。
　またユーザー側で保管をするために、コンピュータ機器を買い換えたりした場合には保
管したデータを管理するためにデータのバックアップなどをユーザー側でしなければなら
ない。
【０００９】
　このような問題を解決するために、一部のニュース配信ＷＥＢサイトなどにおいては、
クリッピングサービスとして、対象となる新聞・雑誌・学会誌などの媒体と、検索キーワ
ード・ジャンルなどをユーザーが前もって登録しておくことにより、記事が見つかった時
にメール等により送付されてくるというものが行われている。
　しかしながらこの場合にも、契約した新聞社などの情報配信源が供給する情報のみが対
象となるために、特定の新聞社やニュース配信者（データベース等の提供者）が供給する
情報しか得られず、様々なメディアや刊行物などの情報をクリッピングの対象とすること
ができない。ユーザーがクリッピングサービスで入手した記事ではなく、自分で見つけた
記事を保存しデータベース登録することはできない。前もって登録したキーワードやジャ
ンル以外で、保存しておきたい記事をユーザーが直接見つけても、保存することができな
い。
【００１０】
　実際に情報のクリッピングをするユーザーは、自分に関心のある情報や必要な情報、必
要となるかはわからないが将来役に立つかも知れない情報を、いつ、どこで、どのメディ
アにおいて目にしたり耳にしたりするかは予測ができないものであり、カタログや小冊子
、その他の予想外のメディアに貴重な情報が掲載されていることも多いものである。
【００１１】
【特許文献２】特開平２００２－７７３９号公報
【００１２】
　一方、サーバーを利用したデータの保管システムとして、たとえば特開２００２－７７
３９「データ保管システム、サーバコンピュータ、及び記録媒体」においては、購入した
コンテンツを確実に保持し管理するデータ保管システム、利用者が利用しやすいようにコ
ンテンツを編集して提供するシステムが提案されている。コンテンツ保管サーバは、登録
会員であるユーザ端末が購入したコンテンツを、コンテンツ提供サーバから受け取り、保
管コンテンツデータベースに保持する。ユーザ端末は、コンテンツ保管サーバにアクセス
し、コンテンツをダウンロードして利用する。
【００１３】
【特許文献３】特開平２００１－３０６８３１号公報
【００１４】
　また、特開２００１－３０６８３１「ディジタルデータのバンキングシステム」におい
ては、顧客の様々なディジタルデータ・コンテンツを一時保管し、実際の保管サイズと保
管時間に応じて正確に課金するシステムが提案されている。顧客が所有するディジタルデ
ータ・コンテンツを一時保管して保管料を課金するディジタルデータのバンキングシステ
ムである。顧客が所有するディジタルデータ・コンテンツを顧客からの要求に応じて、ネ
ットワークを介して取り込む書込み手段によりディジタルデータ・コンテンツとして記憶
し、記憶したディジタルデータ・コンテンツを顧客からの要求に応じて、ネットワークを
介して顧客に引き渡すものである。
【００１５】
　しかしながら、前者の場合には、登録会員であるユーザ端末が購入したコンテンツを、
コンテンツ提供サーバから受け取るものであり、保管するデータはコンテンツ提供サーバ
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があらかじめ記憶・保管しているものに対象が限られる。また、データを保管するために
は、ユーザーがコンテンツ提供サーバに記憶されているデータの中から、データを特定し
て購入するというプロセスを経なければならない。
　また、後者の場合には、顧客が所有するディジタルデータ・コンテンツを顧客からの要
求によりネットワークを介して取り込んで記憶するものであり、保管するデータ全体をユ
ーザーが保管に適した状態でアップロードしなければならない。すなわち膨大なデータで
もすべてのデータをユーザーが準備した上でアップロードしなければならず、また画像で
取り込む場合などにも保管するすべてのデータを取り込まなければならず、データの解像
度等にも注意して取り込んだ上でアップロードしなければならない。複数ページのデータ
は全ページをスキャナで読み込む等の操作が必要である。
　しかしながら、データのクリッピングは簡単な操作で、できるだけ気軽に継続して利用
できるものである必要がある。たとえば記事のクリッピングであれば記事全体を読まなく
ても、見出しや写真などを見ただけで、役に立つかもしれないとしてとりあえず保管して
おくといった作業が通常想定されるので、データのクリッピングを電子的に行うためにも
同様の処理が可能であることが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　そこで、上記の様々な課題を解決し、本発明においては、様々なメディアや刊行物など
の情報をクリッピングの対象として、様々なニュースや情報の提供者が提供する情報源の
中からあらかじめユーザーがデータの絞込みや抽出をされた状態で、手作業ではなく、電
磁的かつオンライン化したクリッピングシステムを提供することを目的とする。
　従来のクリッピングサービスとは異なり、情報の提供者や情報源となるメディア、情報
のジャンルに捕らわれることなく、自分で見つけた記事その他の様々な情報を、まるで新
聞をスクラップするように保存し、データベース化することが可能なシステムを提供する
ことを目的とする。
【００１７】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明においては、
入力手段、制御手段、表示手段、出力手段、記憶手段等を備えるコンピュータ等のユーザ
ー端末からアクセスされ、ユーザー端末において操作により情報処理が行われるサーバー
システムであって、
メディアの任意の範囲をデジタルデータとして取り込むデジタルデータ取り込み手段を備
える、携帯電話等の携帯情報端末やパーソナルコンピュータ等のユーザー端末から送信さ
れた、デジタルデータを受信するデジタルデータ受信手段と、
受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対応付けられた掲載データを、新
聞その他の物理的に情報を掲載するメディアに掲載されたニュースその他の掲載データを
記憶するメディア掲載データ記憶手段を検索して抽出する掲載データ抽出手段と、
抽出された掲載データ自体、または抽出された掲載データを識別する識別データを、該当
するユーザー情報に関連付けて、クリッピングデータ記憶手段に記憶する掲載データクリ
ッピング手段と、
掲載データクリッピング手段に記憶された掲載データ自体または掲載データを識別する識
別データを、ユーザー端末からのアクセス要求に対しアクセス可能にして、クリッピング
データへのアクセス要求に対し閲覧許可・ダウンロード許可・データ配信のいずれかを少
なくとも行うユーザーアクセス許可手段とを備えた、掲載データのクリッピングシステム
であることを特徴としている。
【００１８】
　また、上記課題を解決するため、請求項２に記載の発明においては、
メディア掲載データ記憶手段に記憶されるニュースその他の掲載データは、メディアに掲
載されたデータと同一のデータである、請求項１に記載の掲載データのクリッピングシス
テムであることを特徴としている。
【００１９】
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　また、上記課題を解決するため、請求項３に記載の発明においては、
メディア掲載データ記憶手段に記憶されるニュースその他の掲載データは、ニュースその
他のデータ要約、掲載データに関連するデータ、その他のメディアに掲載されたデータに
対応して記憶されているデータである、請求項１に記載の掲載データのクリッピングシス
テムであることを特徴としている。
【００２０】
　また、上記課題を解決するため、請求項４に記載の発明においては、
前記の掲載データ抽出手段が、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対
応付けられた掲載データを抽出する処理は、
受信したデジタル画像データをＯＣＲによる読み取りを行うＯＣＲ読み取り手段と、
ＯＣＲ読み取り手段により読み取られた文字データに基づき、前記のメディア掲載データ
記憶手段を参照して検索を行う、文字検索手段とにより抽出するものである、請求項１～
３のいずれかに記載の掲載データのクリッピングシステムであることを特徴としている。
【００２１】
　また、上記課題を解決するため、請求項５に記載の発明においては、
前記の掲載データ抽出手段が、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対
応付けられた掲載データを抽出する処理は、
受信したデジタル画像データを画像解析して、前記のメディア掲載データ記憶手段に記憶
されている、掲載データ自体またはこれに対応する画像データとの比較検索処理を行う、
画像検索手段により抽出するものである、請求項１～３のいずれかに記載の掲載データの
クリッピングシステムであることを特徴としている。
【００２２】
　また、上記課題を解決するため、請求項６に記載の発明においては、
前記の掲載データ抽出手段が、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対
応付けられた掲載データを抽出する処理は、
受信したデジタル音声データを音声解析する音声解析手段により読み取られた文字データ
に基づき、前記のメディア掲載データ記憶手段を参照して検索を行う、文字検索手段とに
より抽出するものである、請求項１～３のいずれかに記載の掲載データのクリッピングシ
ステムであることを特徴としている。
【００２３】
　また、上記課題を解決するため、請求項７に記載の発明においては、
前記の掲載データ抽出手段が、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対
応付けられた掲載データを抽出する処理は、
受信したデジタル文字データに基づき、前記のメディア掲載データ記憶手段を参照して検
索を行う、文字検索手段とにより抽出するものである、請求項１～３のいずれかに記載の
掲載データのクリッピングシステムであることを特徴としている。
【００２４】
　また、上記課題を解決するため、請求項８に記載の発明においては、
携帯電話等の携帯情報端末やパーソナルコンピュータ等のユーザー端末から、デジタルデ
ータを受信する際に、
ユーザー端末から送信された日時、タイトル、キーワード、その他の付随情報を受信して
、
前記の掲載データクリッピング手段が、抽出された掲載データ自体、または抽出された掲
載データを識別する識別データに関連付けて、クリッピングデータ記憶手段に記憶する、
請求項１～７のいずれかに記載の掲載データのクリッピングシステムであることを特徴と
している。
【００２５】
　また、上記課題を解決するため、請求項９に記載の発明においては、
クリッピングデータ記憶手段に記憶された掲載データ自体、または抽出された掲載データ
を識別する識別データは、ユーザー端末からのアクセス要求に対し、掲載データを識別す
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るデータ、または日時、タイトル、キーワード、その他の付随情報に基づき検索可能にさ
れており、検索要求に対し掲載データを抽出し、閲覧許可・ダウンロード許可・データ配
信のいずれかを可能にする検索手段が備えられた、請求項１～８のいずれかに記載の掲載
データのクリッピングシステムであることを特徴としている。
【００２６】
　また、上記課題を解決するため、請求項１０に記載の発明においては、
掲載データクリッピング手段は、掲載データを識別するデータ、ユーザー端末から送信さ
れた日時、タイトル、キーワード、その他の付随情報に基づき、掲載データに関連する別
の掲載データを検索の結果抽出可能な、請求項９に記載の掲載データのクリッピングシス
テムであることを特徴としている。
【００２７】
　また、上記課題を解決するため、請求項１１に記載の発明においては、
クリッピングデータ記憶手段に記憶された掲載データを、所定のレイアウトに従い編集し
、編集されたデータを出力する編集データ出力手段が備えられ、
ユーザー端末に送信可能なデータとして出力する、請求項１～１０のいずれかに記載の掲
載データのクリッピングシステムであることを特徴としている。
【００２８】
　また、上記課題を解決するため、請求項１２に記載の発明においては、
前記の編集データ出力手段は、ユーザー端末から送信されたレイアウト指定データ、また
は編集される掲載データの抽出条件その他の編集指定データ、または編集され出力される
データのユーザー端末への送信条件の内の少なくともいずれかに従い、編集処理と出力処
理とを行う、請求項１１に記載の掲載データのクリッピングシステムであることを特徴と
している。
【発明の効果】
【００２９】
本発明によれば、様々なメディアや刊行物などの情報をクリッピングの対象として、様々
なニュースや情報の提供者が提供する情報源の中からあらかじめユーザーがデータの絞込
みや抽出をされた状態で、手作業ではなく、電磁的かつオンライン化したクリッピングシ
ステムを提供することができる。
従来のクリッピングサービスとは異なり、情報の提供者や情報源となるメディア、情報の
ジャンルに捕らわれることなく、自分で見つけた記事その他の様々な情報を、まるで新聞
をスクラップするように保存し、データベース化することが可能なシステムを提供するこ
とができる。
簡単な操作で、できるだけ気軽に継続して利用でき、たとえば記事のクリッピングであれ
ば記事全体を読まなくても、見出しや写真などを見ただけで、役に立つかもしれないとし
てとりあえず保管しておくといった作業を電子的に実現可能なシステムを提供することが
できる。
これにより、あらかじめ関心のあるデータや必要なデータのみを手作業により絞り込んで
抽出したデータを保管できると共に、必要な時にはすぐに探し出せるように整理されて保
管することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
　本発明の掲載データクリッピングシステムは、入力手段、制御手段、表示手段、出力手
段、記憶手段等を備えるコンピュータ等のユーザー端末からアクセスされ、ユーザー端末
において操作により情報処理が行われるサーバーシステムである。
　図１は、本発明のシステムの基本的な構成の一例を示すシステム構成図である。
　また図２は、本発明のシステムの基本的な構成の別の一例を示すシステム構成図である
。
【００３１】
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　本発明のシステムは、インターネットに代表される通信手段を介してアクセスするユー
ザー端末からの操作により情報処理を行うサーバーシステムであって、インターネットに
代表されるネットワークに接続されて備えられ、コンピュータネットワークに接続するユ
ーザー端末からアクセスされる。
　ここでネットワークには、インターネットをはじめとして、専用線により接続されたネ
ットワーク形態や、企業内ＬＡＮ、企業間ＬＡＮ、ＷＡＮなどの形態を広く含む。またこ
こで用いられる通信回線の形態には、有線通信、無線通信の形態を広く含み、衛星通信や
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈなどを用いた形態を含む。
　本発明のサーバーシステムに接続するためのユーザー端末としては、通常、インターネ
ット等に接続可能なブラウザ機能を搭載した携帯電話をはじめとする無線通信端末、携帯
情報端末や、パーソナルコンピュータやワークステーションなどのコンピュータ端末が用
いられる。この他、利用者端末には、インターネットＴＶ、ゲーム機器、テレビ会議シス
テム、その他のネットワーク接続機能を備えた家電製品などの機器を広く含む。
　また、ネットワークに接続する電話機、ファクシミリ装置などをユーザー端末として利
用することもできる。
【００３２】
　コンピュータ端末は、制御手段、記憶手段、入力手段、出力手段、表示手段などを備え
る。またインターネットに代表されるコンピュータネットワークに接続し、データの送受
信を行う機能を備え、ブラウザや電子メールソフトウェア、ワードプロセッサなどのアプ
リケーションプログラムや、オペレーティングシステム（ＯＳ）を備えることが通常の形
態である。
　次に、本発明のサーバーシステムは、通常は、アプリケーションサーバー、データベー
スサーバー、認証サーバー、ＷＥＢサーバー、その他必要に応じメールサーバー、その他
の各種装置により構成することができる。
　これらの各サーバーは、物理的に同一の装置に設けられる形態や、物理的に複数の装置
からなる形態、あるいはネットワークを介して接続される物理的に複数の装置からなる形
態などを含み、機能的に同様の機能が実現されるならば、様々な形態を含む。
【００３３】
　本発明のシステムは、図１に示されるシステム構成によれば、新聞その他の物理的に情
報を掲載するメディアに掲載された、ニュースその他の掲載データを記憶するメディア掲
載データ記憶手段を、サーバーシステムに備えている。メディア掲載データ記憶手段は、
ニュース、記事、読みもの、各種情報、各種データ、その他の各種コンテンツなどを記憶
するデータベースや、これらの情報を掲載するＷＥＢサイト、サーバー装置、その他の記
憶手段である。たとえば、記事データベースを保有する新聞社などが自社のシステム内に
本発明のシステムを構築したような場合である。
【００３４】
　一方、図２に示されるシステム構成によれば、メディア掲載データ記憶手段は、必ずし
も本発明のシステムを構成するサーバーシステムに備えられなくてもよく、サーバーシス
テムからインターネットに代表される通信手段を介してアクセス可能なデータベースや、
これらの情報を掲載するＷＥＢサイト、サーバー装置、その他の記憶手段として設けられ
ていてもよい。たとえば新聞社やニュース配信社などが提供するデータベースやニュース
掲載ウェブサイト、各種の情報掲載ＷＥＢサイト、各種のデータ提供を行うデータベース
事業者、各種のＷＥＢサイトなどであり、これらが複数設けられていてもよい。たとえば
、本発明のシステムから他の事業者等が保有するデータベース等を検索しデータを抽出し
てくるような場合である。
　また図１と図２のシステムを組み合わせて、本発明のシステム内に自社のメディア掲載
データ記憶手段を保有すると共に、本発明のシステムから他の事業者等が保有するデータ
ベース等を検索しデータを抽出可能にしてもよい。
【００３５】
　メディア掲載データ記憶手段に記憶されるニュースその他の掲載データは、代表的な一
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例としては現実のメディアに掲載されたデータと同一のデータである。たとえば現実に物
理的に存在する物として発行されている新聞や、雑誌、書籍、カタログ、パンフレット、
チラシ、広告、その他の刊行物、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤなどの物理的メディアに格納され
ているその他の各種メディアとしてそこに掲載されているデータと同一の内容が、デジタ
ルデータとして記憶されるデータである。データには文字データ、画像データ、その他の
各種データ形式を含む。
　また、メディア掲載データ記憶手段に記憶されるニュースその他の掲載データは、別の
代表的な一例としては、現実に物理的に存在する映画、映像、番組、コマーシャルフィル
ム、ビデオ、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤなどの物理的メディアに格納されている動画像データ
、アニメーションデータ、スライドショーデータ、プレゼンテーションデータ、音声デー
タと同一の内容が、デジタルデータとして記憶されるデータである。
【００３６】
　メディア掲載データ記憶手段に記憶される掲載データは、必ずしも現実に発行されてい
る新聞、雑誌、各種刊行物や各種メディアに掲載されている内容と同一内容でなくてもよ
い。
　代表的な一例としては、メディア掲載データ記憶手段に記憶されるニュースその他の掲
載データは、ニュースその他のデータ要約、掲載データに関連するデータ、その他のメデ
ィアに掲載されたデータに対応して記憶されているデータなどである。現実の新聞、雑誌
、各種刊行物や各種メディア等に掲載された内容と、メディア掲載データ記憶手段に記憶
されたデータとが、対応付けられてメディア掲載データ記憶手段に記憶されていればよい
からである。
【００３７】
　次に本発明のシステムは、メディアの任意の範囲をデジタルデータとして取り込むデジ
タルデータ取り込み手段を備える、携帯電話等の携帯情報端末やパーソナルコンピュータ
等のユーザー端末から送信された、デジタルデータを受信するデジタルデータ受信手段を
備えている。
　本発明のシステムを利用してデータのクリッピング処理を行うためには、ユーザー端末
から、掲載データをサーバーシステム側で識別するために、メディアの任意の範囲をデジ
タルデータとして取り込み、サーバーシステムに送信する必要が生じる。メディアが新聞
や雑誌などであれば、その中のユーザーがクリッピングしたいと思う任意の記事やページ
の内の、記事の一部や見出し、写真などの任意の範囲をデジタルデータとして取り込む。
記事全体などを取り込まなくても、一部をデジタルデータとして取り込むことであっても
、その取り込まれた範囲によりどの記事であるか等をサーバーシステム側で判別できる範
囲であればよい。
　取り込まれるデジタルデータは、画像データや、文字データ、音声データ、その他の各
種データ形式を利用することができる。いずれのデータ形式であっても、クリッピングし
たいデータの内の少なくとも一部を取り込むことにより、取り込んだメディア等の掲載デ
ータをサーバーシステム側で判別できればよい。
【００３８】
　前記の通り、サーバーシステムにアクセスするユーザー端末には各種の装置が含まれる
が、代表的な一例として、携帯電話を例に説明すると、デジタルデータ取り込み手段は下
記のような形態である。
　デジタルデータが文字情報の場合には、メディア掲載データ、たとえば新聞の見出しや
カタログの商品名などを文字で入力する必要があるために、デジタルデータ取り込み手段
としては携帯電話のキーボード、あるいは携帯電話に外付けで装着されるキーボードなど
を用いる。
　デジタルデータが音声情報の場合には、メディア掲載データ、たとえば新聞の見出しや
カタログの商品名、映像のセリフやタイトル、音楽の題名や歌詞の一部分などを音声で入
力する必要があるために、デジタルデータ取り込み手段としては携帯電話のマイクロフォ
ン、あるいは携帯電話に外付けで装着されるマイクロフォンなどを用いる。
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　デジタルデータが画像情報や動画像情報の場合には、メディア掲載データ、たとえば新
聞の見出しやカタログの商品名や商品写真、映像の１コマや、音楽ＣＤのジャケット写真
などを画像で入力する必要があるために、デジタルデータ取り込み手段としては携帯電話
に付属するカメラなどの画像（または動画像）取り込み手段、あるいは携帯電話に外付け
で装着されるカメラなどの画像（または動画像）取り込み手段などを用いる。
【００３９】
　さらに、サーバーシステムにアクセスするユーザー端末の代表的な一例として、パーソ
ナルコンピュータを例に説明すると、デジタルデータ取り込み手段は下記のような形態で
ある。
　デジタルデータが文字情報の場合には、メディア掲載データ、たとえば新聞の見出しや
カタログの商品名などを文字で入力する必要があるために、デジタルデータ取り込み手段
としてはキーボードやタブレット、マウス、タッチパネルなどの文字入力手段、あるいは
外付けで装着されるこれらの文字入力手段などを用いる。
　デジタルデータが音声情報の場合には、メディア掲載データ、たとえば新聞の見出しや
カタログの商品名、映像のセリフやタイトル、音楽の題名や歌詞の一部分などを音声で入
力する必要があるために、デジタルデータ取り込み手段としてはユーザー端末に付属する
マイクロフォン、あるいは外付けで装着されるマイクロフォンなどを用いる。
　デジタルデータが画像情報や動画像情報の場合には、メディア掲載データ、たとえば新
聞の見出しやカタログの商品名や商品写真、映像の１コマや、音楽ＣＤのジャケット写真
などを画像で入力する必要があるために、デジタルデータ取り込み手段としてはユーザー
端末に付属するカメラなどの画像（または動画像）取り込み手段、あるいは外付けで装着
されるカメラなどの画像（または動画像）取り込み手段などを用いる。
【００４０】
　さらに、サーバーシステムにアクセスするユーザー端末の別の代表的な一例として、フ
ァクシミリ装置や電話機などのネットワーク接続機器を利用することができる。これらを
ユーザー端末としてサーバーシステムにデータを送信する場合には、アナログ回線であれ
ばＡ／Ｄ変換をしてデータコンバートをするために、各種知られているＣＴＩシステムや
ユニファイドメッセージシステムなどを利用して、サーバーシステムに記憶可能なデータ
形式に変換したり、あるいはインターネットを利用して接続する各種のＩＰ電話網により
データを送信することが必要である。また、サーバーシステム側にファクシミリ受信ソフ
トウェアを備えることにより、ファクシミリ装置（ユーザー端末）から送信されたデータ
を受信時にデジタル画像データとして自動的に取り込むことも可能である。
【００４１】
　デジタルデータ取り込み手段として電話機などのキーボードや、キオスク端末や専用端
末などのキーボード、タッチパネルなどの文字入力手段などを用いる場合には、メディア
掲載データ、たとえば新聞の見出しやカタログの商品名などを文字で入力することにより
、デジタルデータが文字情報として取り込まれる。
　デジタルデータ取り込み手段として電話機などのマイクロフォンなどを用いる場合には
、メディア掲載データ、たとえば新聞の見出しやカタログの商品名、映像のセリフやタイ
トル、音楽の題名や歌詞の一部分などを音声で入力することにより、デジタルデータが音
声情報として取り込まれる。
　デジタルデータ取り込み手段としてファクシミリ装置などを用いる場合には、メディア
掲載データ、たとえば新聞の見出しやカタログの商品名や商品写真、映像の１コマや、音
楽ＣＤのジャケット写真などを画像で入力することにより、デジタルデータが画像情報や
動画像情報として取り込まれる。
【００４２】
　以上のようにして取り込まれたデジタルデータは、ユーザー端末から送信されて、サー
バーシステムにおいてデジタルデータ受信手段により受信され、後述するデータ処理のた
めに記憶される。
　また、ユーザー端末から送信され、デジタルデータ受信手段により受信されるデータは
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、掲載データを識別するための前記のデジタルデータのほか、ユーザーを識別するユーザ
ーＩＤなどのユーザー識別データが含まれる。
　さらに必要に応じ、デジタルデータを受信する際に、ユーザー端末から送信された日時
、タイトル、キーワード、その他の付随情報を受信して、後述するデータ処理のために記
憶する。
【００４３】
　また、サーバーシステムには、ユーザー情報を記憶するユーザー情報データベースと、
ユーザーＩＤなどのユーザー識別データによりユーザー認証を行う認証手段が備えられる
ことが望ましく、ユーザーＩＤなどによりユーザーを識別することにより、ユーザー識別
データと関連付けてデータのクリッピングを行う。望ましくは該当するユーザーごとの記
憶領域を設けることがよい。ユーザー情報は、ユーザーの氏名、生年月日、年齢、電子メ
ールアドレスなどの個人情報や、ＩＤ、パスワードなどの認証情報などであり、ユーザー
端末からアクセスしユーザー情報を登録して会員登録等をすることにより、これらの情報
を記憶する。
　またユーザー登録処理を経なくても、本発明のシステムによるサービスの利用を開始で
きるようにしてもよい。たとえばユーザーの電話番号または電子メールアドレスを通知し
てクリッピングサービス会社のサーバーシステムに記事を送ることにより、自動的にユー
ザー登録が行われる、サーバーシステムにおいては通知された電話番号またはメールアド
レスごとにユーザー管理を行うような形態である。
【００４４】
　次に本発明のシステムは、受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対応
付けられた掲載データを、前記のメディア掲載データ記憶手段を参照して抽出する掲載デ
ータ抽出手段を備えている。
　掲載データ抽出手段は、ユーザー端末から送信された画像データ、文字データ、音声デ
ータなどのデジタルデータに基づき、サーバーシステムが備える掲載データ記憶手段、ま
たはインターネット等に接続された他のサーバー、データベース、ＷＥＢサイトなどを検
索し、前記したような各種の掲載データを抽出する。
　受信したデジタルデータを参照して、デジタルデータに対応付けられた掲載データを、
前記のメディア掲載データ記憶手段を参照して抽出する処理を具体的な一例で説明する。
たとえば保存しておきたい記事をカメラ付き携帯電話で撮影し、メールでクリッピングサ
ービス会社等が設けた本発明のサーバーシステムに送信する。記事全部を撮影する必要は
ない。記事の一部だけでよい。サーバーシステムにおいては受信した画像をＯＣＲ処理し
て文字列を抽出する。撮影された記事中の文字の大きさの違いから見出しを判別すること
ができる。なお画像ではなく、記事の一部分を直接手入力して初めから文字情報として電
子メール等で送信することもできる。あるいは、ユーザーのカメラ付き携帯電話側におい
て画像をＯＣＲ処理して文字列を抽出し、電子メールで文字列をサーバーシステムに送信
することも可能である。抽出した文字列を「キーワード」としてＹ新聞、Ｎ新聞などの記
事データベースを検索する。記事がみつかったら、記事そのものまたは記事番号を保存し
ておくことにより、クリッピングが行われる。
【００４５】
ユーザー端末から送信されたデジタルデータが画像データである場合において代表的な抽
出処理の一例は、受信したデジタル画像データをＯＣＲによる読み取りを行うＯＣＲ読み
取り手段と、ＯＣＲ読み取り手段により読み取られた文字データに基づき、前記のメディ
ア掲載データ記憶手段を参照して検索を行う、文字検索手段とにより抽出するものである
。
　また、ユーザー端末から送信されたデジタルデータが画像データである場合において代
表的な抽出処理の別の一例は、受信したデジタル画像データを画像解析して、前記のメデ
ィア掲載データ記憶手段に記憶されている、掲載データ自体またはこれに対応する画像デ
ータとの比較検索処理を行う、画像検索手段により抽出するものである。
【００４６】
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　ユーザー端末から送信されたデジタルデータが音声データである場合において代表的な
抽出処理の一例は、受信したデジタル音声データを音声解析する音声解析手段により読み
取られた文字データに基づき、前記のメディア掲載データ記憶手段を参照して検索を行う
文字検索手段と、により抽出するものである。
　音声データを用いてユーザーがクリッピングを行う一例としては、新聞記事の関心のあ
る見出しや書籍のタイトルなどを読み上げて、携帯電話から送信するような形態である。
別の一例によれば、音楽の歌詞の一部を録音し、あるいはユーザーが歌い録音し、携帯電
話から送信することにより、サーバーシステム側で音楽を判別してその音楽の音声データ
を抽出し保管するような形態である。
【００４７】
　ユーザー端末から送信されたデジタルデータが文字データである場合において代表的な
抽出処理の一例は、受信したデジタル文字データを解析する文字解析手段により読み取ら
れた文字データに基づき、前記のメディア掲載データ記憶手段を参照して検索を行う、文
字検索手段とにより抽出するものである。
【００４８】
　次に本発明のシステムは、抽出された掲載データ自体、または抽出された掲載データを
識別する識別データを、該当するユーザー情報に関連付けて、クリッピングデータ記憶手
段に記憶する掲載データクリッピング手段を備えている。
　掲載データ抽出手段が、ユーザー端末から送信された画像データ、文字データ、音声デ
ータなどのデジタルデータに基づき、サーバーシステムが備える掲載データ記憶手段、ま
たはインターネット等に接続された他のサーバー、データベース、ＷＥＢサイトなどを検
索し、前記したような各種の掲載データを抽出し、掲載データ自体、または抽出された掲
載データを識別する識別データを、該当するユーザー情報に関連付けて、クリッピングデ
ータ記憶手段に記憶する。
　クリッピングデータ記憶手段は、ユーザーＩＤなどによりユーザーを識別することによ
り、ユーザー識別データと関連付けてデータのクリッピングを行うデータベースサーバー
やＷＥＢサーバーなどのサーバー装置、ハードディスク、その他の記憶手段である。望ま
しくは該当するユーザーごとの記憶領域を設けることがよい。
【００４９】
　掲載データ自体をクリッピングデータ記憶手段に記憶する場合には、たとえば、本発明
のサーバーシステムに記憶されている掲載データを抽出した場合にはその掲載データをク
リッピングデータ記憶手段の所定の記憶領域に記憶する。インターネット等に接続された
他のサーバー、データベース、ＷＥＢサイトなどから掲載データを抽出した場合には、そ
の掲載データを本発明のサーバーシステムにダウンロードしてクリッピングデータ記憶手
段の所定の記憶領域に記憶する。
　一方、掲載データ自体ではなく、掲載データを識別する識別データを記憶する場合には
、該当する掲載データの所在を識別するＵＲＬや、掲載データのファイル名などのデータ
をクリッピングデータ記憶手段の所定の記憶領域に記憶する。
【００５０】
　次に本発明のシステムは、携帯電話等の携帯情報端末やパーソナルコンピュータ等のユ
ーザー端末から、デジタル画像データを受信する際に、ユーザー端末から送信された日時
、タイトル、キーワード、その他の付随情報を受信することができ、掲載データクリッピ
ング手段が掲載データをユーザーＩＤ等に関連付けて記憶する際に、さらに送信された日
時、タイトル、キーワード、その他の付随情報と関連付けて抽出された掲載データ自体、
または抽出された掲載データを識別する識別データをクリッピングデータ記憶手段に記憶
する。
　これにより、クリッピングされた掲載データを、送信された日時、タイトル、キーワー
ド、その他の付随情報に基づき検索したり、抽出して編集・出力等をしたりすることがで
きる。
【００５１】
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　さらに、別の好ましい実施形態の一例によれば、掲載データクリッピング手段は、掲載
データを識別するデータ、ユーザー端末から送信された日時、タイトル、キーワード、そ
の他の付随情報に基づき、掲載データに関連する別の掲載データを検索の結果抽出可能に
されている。たとえば、ユーザーが掲載データを識別するために送信したデジタルデータ
に基づき、サーバー、データベース、ＷＥＢサイトなどから該当する掲載データを抽出し
、さらにこの掲載データに関連する別の掲載データを、同一または他のサーバー、データ
ベース、ＷＥＢサイトなどから抽出し、これらの掲載データを関連付けて、本発明のサー
バーシステムにダウンロードしてクリッピングデータ記憶手段の所定の記憶領域に記憶す
る。
　たとえばある新聞記事をクリッピングしたい掲載データとしてユーザーがデジタルデー
タの送信により指定した場合に、他の新聞社の関連記事を同時にクリッピングしたり、あ
るいはある商品カタログをクリッピングする掲載データとして指定した場合に他者の同ジ
ャンルの商品カタログをクリッピングしたりするような場合に有効である。関連する掲載
データの抽出条件として、掲載日や発行日が同一、検索・抽出対象となるメディアの選択
・指定、その他の様々な条件をユーザーが指定可能にすることもできる。
【００５２】
　掲載データクリッピング手段は、サーバーシステム内に設けられることを主として想定
して記載したが、ユーザー端末においてクリッピングされた掲載データが記憶・蓄積され
るようにしてもよい。たとえば、クリッピングされた掲載データを、その都度ユーザーに
対してサーバーシステムから送信することもできる。あるいはユーザーが指定する記憶場
所、たとえばユーザーが管理しているサーバー装置などに本発明のサーバーシステムから
送信し、記憶・蓄積されるようにしてもよい。
【００５３】
　次に本発明のシステムは、掲載データクリッピング手段に記憶された掲載データ自体ま
たは掲載データを識別する識別データを、ユーザー端末からのアクセス要求に対しアクセ
ス可能にして、クリッピングデータへのアクセス要求に対し閲覧許可・ダウンロード許可
・データ配信のいずれかを少なくとも行うユーザーアクセス許可手段を備えている。
　ユーザーアクセス許可手段は、前述したユーザーＩＤ等のユーザー識別データに基づき
認証がされたユーザーに対しては、自動的にそのユーザーがクリッピングした掲載データ
を閲覧したり、ダウンロードしたり、あるいは所定の条件に従いサーバーシステム側から
データ配信をしたりするものであってもよい。ユーザー識別データは電話番号や電子メー
ルアドレスであってもよい。
　一方、ユーザーアクセス許可手段の別の運用形態としては、本発明のシステムを所定の
条件により利用可能にするものなどがあげられる。たとえば利用回数や、利用条件などに
よるアクセス許可の判定、あるいは課金処理によるアクセス許可の判定などを行い、所定
の条件を満たすユーザーに対しては、自動的にそのユーザーがクリッピングした掲載デー
タを閲覧したり、ダウンロードしたり、あるいは所定の条件に従いサーバーシステム側か
らデータ配信をしたりするものであってもよい。
【００５４】
　たとえばサーバーシステム運営者側は、新規ユーザー獲得のために、１００件までは掲
載データを無料で保管する。そして無料ユーザーの場合には、１００件以上になると古い
データから自動的に廃棄される。廃棄する前にユーザーに対して廃棄を予告する電子メー
ルを出して、有料ユーザーへの切り替えを促す。１００件を超えた分については、「1か
月１０円／件：一般紙、1か月２０円／件：専門誌・学会誌」のような所定のデータ保管
料を徴収する、といったような例である。あるいは、保管している件数およびデータ量に
応じて課金するといったような例である。あるいは、広告配信をユーザーが許可した場合
には、広告記事が掲載データと同時にクリッピングされることにより、課金される料金が
割引されたり無料になったりするような形態である。
　課金処理を行う方法は様々な形態を利用可能であり、支払いはすべてクレジットカード
払いまたは銀行引き落とし、プリペイド方式、その他の様々な形態を採用することができ
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、特に限定されない。
【００５５】
　次に、クリッピングデータ記憶手段に記憶された掲載データ自体、または抽出された掲
載データを識別する識別データは、ユーザー端末からのアクセス要求に対し、または日時
、タイトル、キーワード、その他の付随情報に基づき検索可能にされており、検索要求に
対し掲載データを抽出し、閲覧許可・ダウンロード許可・データ配信のいずれかを可能に
する検索手段を備えることができる。
　検索手段により、掲載データを識別するデータ、または日時、タイトル、キーワード、
その他の付随情報に基づき検索可能にされていれば、ユーザーは特定の掲載データのみを
閲覧・ダウンロード等したい場合や、特定の期間内においてクリッピングした掲載データ
のみを閲覧・ダウンロード等したい場合、あるいは特定のジャンルのみ・または特定のジ
ャンルごとに分類された状態で掲載データを閲覧・ダウンロード等したい場合に、各種の
付随情報に基づき検索・抽出をすることができる。
【００５６】
　さらに、クリッピングしたデータをサーバーシステム側から配信してもらう形態を採用
した場合には、配信期間（たとえば１か月ごと）、配信形式（電子メール、ＷＥＢサイト
上など）、配信条件（掲載データを識別するデータ、または日時、タイトル、キーワード
、その他の付随情報、あるいは一定のデータ量になった場合など）に応じて、配信が行わ
れるようにユーザーが設定しておくこともできる。
　前記したように、たとえば、クリッピングされた掲載データを、その都度ユーザーに対
してサーバーシステムから送信することもできる。
　さらに、配信の別の形態の例として、クリッピングしたデータをサーバーシステム側に
おいて自動的にプリントアウトなどの出力や、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤその他の外部記憶媒
体への出力・記憶をするような形態で、出力することができる。出力された印刷物や外部
記憶媒体はサーバーシステム管理者側で保管してもよいし、ユーザーに対し配送等しても
よい。こうした様々な出力形態を採用した場合には、出力期間（たとえば１か月ごと）、
出力形式（プリントアウト、外部記憶媒体への記録など）、出力条件（掲載データを識別
するデータ、または日時、タイトル、キーワード、その他の付随情報、あるいは一定のデ
ータ量になった場合など）、配送条件などに応じて、出力が行われるようにユーザーが設
定しておくこともできる。
【００５７】
　次にサーバーシステムは、クリッピングデータ記憶手段に記憶された掲載データを、所
定のレイアウトに従い編集し、編集されたデータを出力する編集データ出力手段が備える
ことが望ましく、ユーザー端末に送信可能なデータとして出力する。
　ＷＥＢサイト上で過去にユーザーがクリッピングした掲載データを閲覧したり、所定の
配信条件に従い配信されるようにしたり、あるいは過去にクリッピングした複数の掲載デ
ータをまとめて一つのダウンロード可能なデータファイルにしたりする処理を行い、閲覧
・ダウンロード・配信等の出力を可能にするものである。
　ＷＥＢサイトを閲覧する際に、所定のレイアウト等の条件に従いデータファイルを生成
してもよく、あるいはいつダウンロードされてもよいように編集されたデータ形式・デー
タ内容で記憶され、またクリッピングが追加された場合には更新記憶されるようにしても
よい。
【００５８】
　編集データ出力手段は、ユーザー端末から送信されたレイアウト指定データ、または編
集される掲載データの抽出条件その他の編集指定データ、または編集され出力されるデー
タのユーザー端末への送信条件の内の少なくともいずれかに従い、編集処理と出力処理と
を行うことができる。掲載データの抽出条件としてクリッピング期間を指定すれば、たと
えば毎月のクリッピングした掲載データごとにデータをまとめる編集をすることができる
。また、掲載データの抽出条件としてオリジナルの新聞・雑誌等の掲載日や発行日を指定
すれば、たとえば毎月の掲載・発行された掲載データごとにデータをまとめる編集をする
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ことができる。オリジナルの掲載メディアごと、掲載データのジャンルごとなどの条件に
より編集をすることもでき、これらの条件を組み合わせることもできる。
【００５９】
　また、本発明のシステムには様々な付加機能を加えることができ、たとえばユーザーは
ＷＥＢサイトにアクセスして記憶させた記事を検索したり、さらに操作により手動で整理
したりすることができる。
　カメラ付き携帯電話だけでなく、デジタルカメラ・スキャナーなどから取り込んだ画像
をパソコンから送ることもできる。ハサミで切り取った記事そのものを郵送し、クリッピ
ングサービス会社でデータ登録を行うことも可能である。
　オンラインで掲載データの所在が不明であったり、あるいはユーザー端末から送信され
たデジタルデータではどの掲載データかの判別が不可能であったり、その他の理由により
、サーバーシステム側で検索の結果クリッピングするデータが検索・抽出できなかったよ
うな場合にも、ユーザー端末から送信された画像データなどのデジタルデータをそのまま
保存し、あるいはさらに画像の中の文字をＯＣＲ等により抽出し、データベース化して、
検索できるようにすることもできる。
　オンラインで検索できないような小冊子の記事やバス停の時刻表、手書きの書類などは
、画像のまま保存し、画像の中の文字を抽出し、データベース化して、検索できるように
することもできる。
　また、クリッピングした掲載データにユーザーのコメントや注釈などを加えた上で記憶
させることもできる。
【００６０】
　以下、本発明の基本的な処理の流れについて説明する。
　図３から第７図は、本発明の基本的な処理の流れの一例を示すフローチャートである。
なお、ここに示す処理の流れは一例であって、様々な応用や変形が可能である。
　初めに、クリッピングを行う処理について説明する。
　ユーザー端末において、スキャナ、カメラ、マイク、キーボードその他のデジタルデー
タ取り込み手段を起動する（Ｓ１００）。デジタルデータ取り込み手段により、撮影・録
音・録画・文字入力等をして掲載データを取り込む（Ｓ１０１）。たとえば新聞記事の一
部分を撮影したり、商品カタログをスキャナで読み込んだり、キーワードを文字入力した
りする。
　次にユーザー端末からインターネット等に接続し（Ｓ１０２）、サーバーシステムにア
クセスする（Ｓ１０３）。サーバーシステムへのアクセスは、デジタルデータの取り込み
をする前に先にしておいてもよい。デジタルデータ送信メニューを選択し、送信画面など
を表示する（Ｓ１０４）。ユーザー端末において送信するデジタルデータを指定するが（
Ｓ１０５）、この時点でデジタルデータ取り込み手段により取り込みを行ってもよい。ま
た複数の記事その他の掲載データを取り込んでもよい。
　必要に応じ、ユーザー端末においてジャンル、キーワード、コメントその他の付随情報
を入力する（Ｓ１０６）。これらの入力、確認などをしてサーバーシステムに送信する（
Ｓ１０７）。送信方法は、電子メールで所定の電子メールアドレスに送信する方法や、Ｗ
ＥＢサイト上からの送信方法、その他の送信方法を利用することができる。
【００６１】
　サーバーシステムにおいて、ユーザー端末から送信されたデータを受信する（Ｓ１０８
）。ユーザーＩＤや電子メールアドレス、電話番号等のユーザー識別データを抽出し（Ｓ
１０９）、認証手段がユーザー登録済か否かを判定し（Ｓ１１０）、登録されていなけれ
ばユーザー登録処理を行う（Ｓ１１１）。
　次に、デジタルデータ受信手段が受信したデータを参照して（Ｓ１１２）、デジタルデ
ータのデータ形式等を判定する（Ｓ１１３）。たとえば画像データか、文字データか、音
声データかといった判定である。
　判定されたデータ形式等に応じ、ＯＣＲ、画像解析、文字解析、音声解析等を行い（Ｓ
１１４）、検索をするための文字データ、画像解析データ等を用いて、解析等されたデー
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タに基づき、掲載データ抽出手段が、サーバー内または他のサーバー等を検索する（Ｓ１
１５）。
　掲載データ抽出手段が、検索の結果、掲載データを抽出する（Ｓ１１６）。
　関連するデータを抽出する場合には、掲載データ抽出手段が、検索の結果、関連データ
を抽出する（Ｓ１１７）。
　抽出されたデータの記憶場所を、ユーザー識別データにより判定し（Ｓ１１８）、掲載
データクリッピング手段が、所定の記憶場所に掲載データを記憶することにより（Ｓ１１
９）、クリッピングが行われる。また、関連する掲載データや、付随情報等がある場合に
は、掲載データに関連付けて記憶する（Ｓ１２０）。また、オンライン上での検索・抽出
ができなかったり、元々オンライン上には存在しないデータであった場合には、ユーザー
端末から送信されたデジタルデータをそのまま、あるいはＯＣＲ等をした上で記憶するこ
とができる。
【００６２】
　次に、クリッピングされたデータの閲覧等の処理について説明する。
　ユーザー端末からインターネット等に接続し（Ｓ２００）、サーバーシステムにアクセ
スする（Ｓ２０１）。クリッピングデータ出力メニューを選択し、出力指定画面を表示す
る（Ｓ２０２）。
　ユーザー端末において閲覧・ダウンロード・配信等の出力条件を指定する（Ｓ２０３）
。ユーザーがクリッピングされたデータの中から閲覧したいデータの検索・抽出条件を指
定する。必要に応じ、たとえば掲載データの識別情報、ジャンル、キーワード、その他の
付随情報を、抽出条件として指定する（Ｓ２０４）。
　また、レイアウト情報、配信条件などの編集・出力条件を指定する（Ｓ２０５）。レイ
アウト情報は、ＷＥＢサイト上において閲覧するためのレイアウトや、ダウンロードされ
るデータファイルのレイアウト、配信される情報のレイアウトなどを指定するものである
。また配信条件は、電子メールや添付ファイルなどの配信形式や、配信日時その他の条件
の指定である。
　これらのデータをサーバーシステムに送信し（Ｓ２０６）、サーバーシステムにおいて
受信する（Ｓ２０７）。ユーザーＩＤや電子メールアドレス、電話番号などのユーザー識
別情報を判定し（Ｓ２０８）、受信した抽出条件に従い、クリッピングされた掲載データ
を抽出する（Ｓ２０９）。また出力条件に従い出力形式を判定し（Ｓ２１０）、編集・出
力条件に従い、ユーザー端末に送信されるデータを編集してデータファイルを生成する（
Ｓ２１１）。配信等されるデータファイルは、あらかじめユーザーが指定したレイアウト
情報や、データの抽出条件、編集条件などに従いあらかじめデータファイルを生成してサ
ーバー側に記憶しておいてもよい。
　ユーザー端末に送信し（Ｓ２１２）、ユーザー端末において受信され（Ｓ２１３）、ク
リッピングされたデータの閲覧やダウンロード、配信等が行われる。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　以上詳細に説明したように、本発明によれば、様々なメディアや刊行物などの情報をク
リッピングの対象として、様々なニュースや情報の提供者が提供する情報源の中からあら
かじめユーザーがデータの絞込みや抽出をされた状態で、手作業ではなく、電磁的かつオ
ンライン化したクリッピングシステムを提供することができる。
　これにより、従来のクリッピングサービスとは異なり、情報の提供者や情報源となるメ
ディア、情報のジャンルに捕らわれることなく、自分で見つけた記事その他の様々な情報
を、まるで新聞をスクラップするように保存し、データベース化することが可能なシステ
ムを提供することができる。
　さらに本発明によれば、簡単な操作で、できるだけ気軽に継続して利用でき、たとえば
記事のクリッピングであれば記事全体を読まなくても、見出しや写真などを見ただけで、
役に立つかもしれないとしてとりあえず保管しておくといった作業を電子的に実現可能な
システムを提供することができる。
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　これにより、あらかじめ関心のあるデータや必要なデータのみを手作業により絞り込ん
で抽出したデータを保管できると共に、必要な時にはすぐに探し出せるように整理されて
保管することを可能にする。
　たとえば、カメラ付き携帯電話で記事の一部を撮影して電子メールで送るだけの操作に
より、記事をオンライン上で見つけてくる。登録した時点でデータベース化されるので、
検索などを容易に行うことができ、さらにハサミで切り取って糊で貼り付けるのに比べ手
軽で、ファイルの場所も取ることがない。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明のシステムの基本的な構成の一例を示すシステム構成図である。
【図２】本発明のシステムの基本的な構成の一例を示すシステム構成図である。
【図３】本発明の基本的な処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図４】本発明の基本的な処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図５】本発明の基本的な処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図６】本発明の基本的な処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図７】本発明の基本的な処理の流れの一例を示すフローチャートである。

【図１】 【図２】
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